
平成２８年度 第３回帰国・外国人児童生徒の日本語指導担当者連絡協議会 

日本語指導 ワークショップ 
井上 惠子 

１．ねらい 
  

児童生徒の発達段階と日本語力に応じた「日本語指導略案」を作成する。 
 
 

２．グループ及び課題 
 
グループ      日本語力 対象   教材及び課題 
Ａ 初期指導 小学生 

中学年 
にほんごを まなぼう 
３３課「えんそく」 

Ｂ 中級指導 小学生 
高学年 

ひろこさんのたのしいにほんご ２ 
７２課「お父さんはラジオを聞きなが 

らおふろに入っています。」 
Ｃ 教科学習に向けて 

国語科 
小学生 
低学年 

教育出版 1 年 
「けむりの きしゃ」 

Ｄ 教科学習に向けて 
社会科 

小学生 
高学年 

東京書籍 ６年 
「日本とつながりの深い国々」 

Ｅ 教科学習に向けて 
算数科 

小学生 
中学年 

啓林館 ３年 
「分数」 

Ｆ 教科学習に向けて 
理科 

小学生 
中学年 

大日本図書 ４年 
「電池のはたらき」 

Ｇ 初期指導 中学生 ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＦＯＲ ＹＯＵＮＧ ＰＥＯＰＬＥ 
１５課「べんきょうのあとで、じゅう 

どうをします。」 
Ｈ 教科学習に向けて 

国語科 
中学生 段階的作文指導の在り方 

Ｉ 教科学習に向けて 
数学科 

中学生 啓林館 １年 
「正の数。負の数」 

 
 
 
 



３．ワークショップの進め方 
 

時 間 活  動  内  容 
11:25～11:45 １．ワークショップの進め方についての説明を聞く。 

・ねらい  ・グループ分け  ・課題  ・時間配分  
・指導略案の作成方法及び留意点 ・発表方法 ・パソコン 

13:00～14:45 １．グループに分かれて、課題についての指導略案を作成する。 
 （パソコンの「指導略案の形式」に書き入れる） 
２．発表の準備をする。 

14:45～16:15 １．グループ発表をする。 
 発表時間６分 （講評） 

 
４．指導略案作成上の留意点 
（１）指導時間は小学校４５分、中学校５０分とする。 
（２）なるべく、４技能（聞く・話す・読む・書く）を入れる。 
（３）過程の欄の（  ）に時配を入れる。 
（４）必要に応じて、日本語力に合わせて「リライト教材」を作成する。 
（５）必要に応じて、補助資料として「翻訳教材」を活用する。 
（６）必要に応じて、補助者との連携を図り、補助内容を明記する。 
（７）より分かりやすく、そして楽しく指導するための「教材・教具」を作成

し、提示の仕方等、工夫する。  
（８）先行学習としての指導案を作成してもよい。 
 

 



平成２８年度 第３回帰国・外国人児童生徒の日本語指導担当者連絡協議会 

日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
A1 身の回りの物の名前やあい

さつ、日常会話が何となく

わかる。 

中学年 にほんごをまなぼう第３３課 

「えんそく」 

１．目標 遠足でよく使われる文型に慣れ親しむ。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（10） 
 
 
 
 
 

○あいさつ 
○カレンダーワーク 
○発音練習 
 （遠足に持っていくもの 
  や、行く場所にあるもの） 
 ・アンデルセン公園 
 ・アスレチック など 

○目を見て言えたこ 
 となどをほめる。 
 

カレンダー 
写真 
しおり 

展開 
（３０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○本時のめあてを知る。 
 
 
 
・校外学習のしおりや写真を見せ、

校外学習について理解させる。 
 
・前日の注意事項に関する表現を知 

る。 
S1：雨だったら、どうしますか。 
T: かさをもってきてください。 
  雨でも行きます。 
S1：ねぼうしたら、どうしますか。 
T: 家の人が先生に電話します。 
  寝坊しても学校に来ます。 
 
○今日学んだ表現をワークシ

ートに書く。 
（オリジナル文も考える。） 

 
 
 
 
○意味を理解してい

るか確認する。 
 
 
 
○大切な表現は 
 繰り返し 
 口頭練習する。 
 
 
 
○文を考えられたら 
 大いに褒める。 
○発音しながら書く

ように励ます。 

しおり 
イラスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシー

ト 

遠足の時の言葉を使って話そう 
～雨だったら、どうしますか～ 



終末 
（５） 
 
 
 

○本時のまとめをする。 
・家庭学習（ワークシート続き） 
・次の時間の予告 
○終わりのあいさつ 

○校外学習が楽しみ

になるように声をか

ける。 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
A-2 ４月に転入、ほぼ日本語がわか

らない。計算はできる。 
４年生 えんそく 

１．目標 遠足で使う物の名前を知る。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
(10) 
 
 
 
 
 

１．あいさつ、カレンダーワーク

を行う。 
 
 
２．ビデオ、写真を見せ、遠足に

ついてのイメージをもたせる。 
 

・いつものカレンダー

に遠足の日を印つけ

ておくことで、興味を

もたせる。 
・「えんそく」という言

葉と内容をおおまか

につかめるビデオや

写真を提示する。 
・リュックに注目させ

ることで、課題にせま

る。 

・カレンダー 
 
 
 
・遠足の写真や

ビデオ 

展開 
(30) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．本時の課題をつかむ。 
 
 
４．教師の演示を見て、リュック

の中身を入れるものと数を知

る。 
 
 
 
５．同カテゴリの他の物を提示し、

選んで入れていることを知る。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・実際にリュックから

物を取り出すことで、

中に何をいれてあっ

たのかを視覚的に理

解させる。 
 
・カードや実物を提示

し、カテゴリの箱に入

れる。 
・児童自身がカテゴリ

を分けられる場合は

分けてみる活動を行

う。 
 

 
 
 
・リュック 
・お弁当カード 
・おやつカード 
・レジャー 

シート 
・水筒 
・カテゴリの箱 
（お弁当、 

おやつ、 
レジャー 
シート、 
水筒  ） 

 
 

えんそくでつかうもののなまえをしろう。 



６．リュックの中身を選んで入れ

る活動を行う。 
 
 
 
 
 
 
７．リュックの中身を開け、遠足

のお昼の様子を演技する。 

・教師が事前に演示す

ることで、お弁当は１

つなど、入れてよい数

があることを伝える。 
・おやつは、５００円

まであれば複数いれ

てよいことを伝える。 
 
・リュックをもたせ、

並んで遠足に行かう

模擬を行うことで、イ

メージをもたせる。 

 
 
 
 
・電卓 
・計算シート 
 
 
・遠足の場 

（背景） 

終末 
（5） 
 
 
 

８．物の名前とグループの確認を

行う。 
 
９．次時の予告を行う。 
 

・フラッシュカードを

用いて、物の名前とグ

ループを確認する。 
・教科書を提示し、次

はどんな学習を行う

か。イメージをもてる

ようにする。 

・フラッシュ 
カード 

 
・教科書 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

A３ 初期指導 小学生 
中学年 

にほんごを まなぼう 
３３課「えんそく」 

１．目標 「～に～時まで」の意味を覚え、集合時間と集合場所を理解するこ

とができる。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（６） 
 
 
 
 

１ あいさつ 
２ 月日、曜日、天気 
３ 口の練習 
 ・あいうえおの歌 

○カレンダーの読み方

を指導する。 
（２日→ふつか） 
○大きな声で正しく発

音できているか確認

する。 

・フラッシュ

カード 
・カレンダー 
 

展開 
（34） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 言葉を覚える 
 ・何時 ・何時何分 
 
 
 ・集合 ・場所 ・時間 
 ・出発 ・乗車 ・電車 
 ・出口 
  
５ 文型を覚える 
 ・「～に～時までに集合します」

という文型を覚える。 
・図を用いて、集合場所を確認

する。 

○教師が言った時間に

合わせて、児童が時

計の針を合わせるよ

うにする。 
○言葉の意味が分かる

ように、実物や絵を

用いて説明する。 
 
○文型を正しく言える

ように、教師が繰り

返 し 発 音 し て み せ

る。 
○視覚でわかる教材を

用いる。 

児童用時計 
カード 
 
遠 足 で 行

く 場 所 の

写真 
 
 
集 合 場 所

の絵 
（学校・博

物 館 の 出

口） 

終末 
（５） 
 

６ 本時の確認と次時の連絡 
 ・「～に～時までに集合します」

の文型を確認する。 

○ワークシートを用い

て、本時の学習の振

り返りをする。 

ワークシート 

 
 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 

B1 
 

在日１年未満 日本語の中級 
動詞の「～て」系を習得ができ

ている。 

中級 
小５年２人 
小６年１人 
計３人 

「ひろこさんのたのしいに

ほんご２」７２課「～は～

ながら～しています。」の文

系 
１． 目標 
    「ながら」という言葉を使って，同時進行を表す文を作り，話すこと

ができる。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（10） 
 
 
 
 
 

１ カレンダーワーク 
   （何月，何日，何曜日） 

・日本語の歌を歌う，詩を

朗読する。 
・CD を使いみんなで歌う。 

２ 動詞の絵カードで動きを表す

言葉の復習をする。 

・歌の際にはジェスチ

ャーをしながら，大

きな声で元気よく発

声させ，楽しい雰囲

気を作る。 
・忘れている児童がい

たら，思い出せるよ

うヒントカードを使

用する。 
 

絵カード 
掲示物 
ヒントカード 

展開 
（30） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 学習課題をつかむ 
・例文を読んで基本文型を知

る。 
 
 

・今日の例文 
「お母さんは，いつも 音楽

を聞きながら運転します。」 
 

・一斉に読んだり，個別に読

んだりする。 
 
 
４ テキストの読み文型に慣れる 

 
 
 
 
 
・わからなくて困って

いる友達がいたら教

え合うことができる

ように声かけする。 
 
・ノートに一度書いて

から発言できるよう

にする。 
 

 
基本文例図 
 
 
 
掲示物 
拡大絵 
セリフカード 
ノート 
 
 
 
 
テキスト 

「ながら」を使った文を作ろう 



 

 

・一人ずつ字を読んだり，点読

みしたりする。なるべく動作

をつける。 
 
５ テキストの絵カードを見なが

ら何をしているか類推する。 
・文と絵の組み合わせを考える。

絵カードと，文カードを組み

合わせる活動をする。 
・組み合わせができたら，読む。 
 
 
 

６ 主語を自分にして， 
・「～ながら」の文を作って発表

する。 

・ジェスチャーを交え

ながら，楽しい雰囲

気が作れるように声

かけする。 
・教師も参加してペア

で行うようにする。 
・机間指導をし，困っ

ている児童がいれば

助言する。 
・発音しづらい児童に

ついては教師が個別

に発音し，モデルを

示す。 
・ノートを読んでも良

いとする。 

絵カード 

終末 
（５） 
 
 
 

７ 文型ワークシートを書いて本

時のまとめをする。 
 
 
 

・テキストの文型練習

プリントを活用す

る。 
・個々の日本語力に応

じたワークシートを

使用する。 

学習プリント 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
B2 
 

中級指導 小学生 
高学年 
２人 

ひろこさんの楽しい日本語２ 
７２課「お父さんはラジオを聞き

ながらお風呂に入っています。」 

１． 目標 
一人の人物が同時進行の形で行っている２つの動作を，「ながら」を使っ

て表すことができる。 
２． 展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
７分 

 
 
 
 
 

１始めのあいさつ。 
 
２カレンダーワーク。 

 
３動作を表す言葉の確認をする。 

・新聞を読みます 
・ご飯を食べます…その他 

 

 
 
 
 
児童がわかりやすいよ

う，日常生活でなじみ

のある絵カードを掲示

する。 

 
 
 
 
・動詞の絵

カード 
 
 
 

展開 
30 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４「～しながら…します。」の動き  

見る。 
・音楽を聴きながら，勉強します。 
・歌いながら歩きます。 

５本時の学習の目当てを確認する。 
 

６「～しながら…します。」の～部

分を考えて発表する。 
 
７ジェスチャーゲームをする。 

「～しながら…しま

す。」の動きをやってみ

せる。 
 
「～しながら…しま

す。」の…部分を指定す

る。 

 
 
 
 
・文型シー       

ト 
 
 
 
 

「ながら」の使い方を覚えよう 



終末 
8 分 
 
 
 

８ワークシートをする。 
 
９感想を言う。 

 
 

・漢字文型

練習帳 
 

 
 

 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
C1 
 

簡単な日常会話はできるが，学

習言語が十分でなく，在籍学級

の授業についていけない。 

小１ 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ

国籍 
２名 

教育出版１年 
けむりのきしゃ 

１． 目標 
 文章と挿絵を結びつけながら，場面の様子について人物の行動を中心に想像

を広げながら読むことができる。 
【日本語】 
  詰まる言葉，伸ばす言葉などに気を付けながら，楽しく音読ができる。 
２． 展開（２/７） 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
(5) 
 
 
 
 
 

・お口のたいそう 
 「てっぺん」「おじいさん」 
 「きしゃ」など。 
・カレンダーワークを行う。 
日付，何日，何曜日，天気を言う。 

 
 
 
・「ついたち」「ふつか」

など特別な読み方に注

意させる。 

フラッシ

ュカード 
 

展開 
(35) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ４枚の挿絵をもとに順番に並

べる。 
 
２ 挿絵を順番に並べたら，音読

をしてあらすじをつかむ。 
 
 
３ 音読のなかで言葉を確認す

る。 
 
「ながれぼし」「えんとつ」「てっ

ぺん」「まき」「もやしはじめまし

た」「けむり」など 

 
 
 
・挿絵をもとに教師が

リードしながら，全体

であらすじを確認す

る。 
 
 
 
・詰まる音，伸ばす音

を丁寧に発音させる。 

挿絵４枚 
 
 
「は」「へ」

の掲示物 
 
 
 
 
 
 



終末 
（5） 
 
 
 

４ 今日，学習した言葉を書く。 
その言葉を紹介する。 
「ながれぼし」を覚えたよ。 
「まき」を覚えたよ。 

・印象に残った言葉を

書かせる。それを友達

に発表することで，本

時の振り返りを行う。 
・児童の実態によって

は，複数書かせてもよ

い。 
 
＜評価＞ 
・意欲的に音読しよう

としているか。 
・詰まる音，伸ばす音

などに気を付けながら

読むことができたか。 
 

ワークシ

ート（マス

目） 
縦書き 

 
 

 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
C２ 
 

ひらがな全般、特殊音節が理解

できた程度の日本語の能力。 
２年生 「けむりのきしゃ」 

出典：教育出版国語１年 
１．目標 

・文章と挿絵を結び付けながら、場面の様子について人物の行動を中 

心に想像を広げながら読む。 
・長音の読み方と書き方を理解する。 

２．展開 ３/５ 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（８） 

1 カレンダーワークをする。 
 ・月、何日、曜日を言う。 
 ・今日の天気、何時に起きた、

朝ご飯は何を食べたか等。 
 

・「○月○日」を声にだ

し、日本語での日にち 
の言い方を確認する。 
 

・カレンダ

ー 
・公文の「食

べ物」カー

ド 
展開 

(32) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２「けむりのきしゃ」を音読する。 
○お話の中にでてくる言葉の意味

を確認する。 
・「えんとつ、てっぺん、まき、け

むり」などの意味を知る。 
 
 
○のばす音の入った言葉を探す。 
・おじいさん 
・あげよう 
 
○のばす音の練習をする。 

・教師の範読の後につ

いて読ませるようにす

る。 
・絵カードと文字カー

ドを正しく合わせられ

るようにする。 
 
・いろいろな長音の練

習をする。 
 
 
・長音を正しく読んだ

り書いたりする。 

・絵カード 
・文字カー

ド 
 
 
 
 
・ワークシ

ート 
 
 
 

終末 
（５） 
 
 
 

３「けむりのきしゃ」(P46・47) 
を音読する。 
・読んだ感想や思ったことなどを

はっきりと話して聞かせる。 
 

・話している言葉に、

耳を傾けて聞く。 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
E1 
 

サバイバル終了 
ひらがな、カタカナ読み書き OK 

３年 
一人 

分数（先行学習として） 

１．目標：１/２,１/３、「はした」の言い方を知る 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
(５分 ） 
 
 
 
 
 

おはようございます 
カレンダーワーク 
口の体操（教科書の音読等） 

 

 
 

 
カレンダー 
国語教科書 

展開 
(30 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「はした」について知る。 
  「はした」を切り取る 
 
 
１ｍのテープを半分に折る 
「はんぶん」は「にぶんのいち」とい

います。 
「にぶんのいち」を１/２と書きます。 
 
３つに折る 
「さんぶんのいち」 
１/３ 
 
試しに自分で１/２と１/３をつくる。 
 
切り取った「はした」が それぞれの

１/２、１/３となることを知る。 
 
 

１と１/２、１と１/３ｍ

のテープを用意し、「は

した」を教える 
 
先生と一緒に行う。各

自に１ｍのてーぷをわ

たす。 
 
 
 
 
 
 
色違いの１m テープを

用意する 

テープ 

１ｍに足りない長さの言い

方を知ろう 



終末 
（10 分） 
 
 
 

１/２、１/３は 1ｍテープのどれだけで

すか 
色を塗る。 
「１/２、１/３はこれだけです」と答え

る練習をする。 

「はした」を利用し、 
「どれだけですか」を

理解させる。 
 

ワークシート 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
E２ 
 

日常会話はできる。母語はスペ

イン語。 
３年 ３年「分数」 

１． 目標  
・等しい大きさに分けることの意味が分かる。 
・いろいろなものを等分した 1 こぶんの大きさを分数で表すことができる。 

２．展開  
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（10） 
 
 
 

１はじめのあいさつをする。 
・カレンダーワーク 

 ・既習の単位や形と関連づけた 
  復習をする。 
  

 
 
・前学年で学習した，

形や単位など本時と

関連のありそうな言

葉を復習する。 

 
 
単 位 カ ー

ド 

展開 
（25） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２本時の学習の課題を知る。 
 
 
 
○ピザを見て，同じ大きさにわけ

ることを知る。 
・４等分を知る。 
・４分の１の言い方を知る。 
 
 
 
 
○ピザ以外の物でも等分や○分

の１の言い方を確認する。 

 
 
 
 
・児童が興味を持ちそ

うな事柄から入る。 
・大きさの違うものも

提示して等分の意味

を理解させる。 
「同じ大きさに分け

る」 
・児童のわかる言葉に

置 き 換 え て 説 明 す

る。「４つの同じ大き

さにわけた。」 
・分数の読み方の違い

にも着目させる。 
・４等分「同じ・同じ・

同じ・同じ」など置き

換えながら言葉の意味

 
 
 
 
ピザ 
 
 
 
 
 
 
 
等 分 し た

もの 

同じ大きさにわけよう。 



を理解させる。 
終末 
（10） 
 
 
 

○本時の学習の振り返りをする。 
 ・ワークシートで書く練習をす

る。 
 

 
・等分や○分の１の書

き方のまとめをする。 

 
ワ ー ク シ

ート 

 
 

 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
 
 G 

日本語で簡単なやり取りが出来

る程度 
中１（来

日 ２ か

月）２名 

JAPANESE FOR YOUNG 
PEOPLE LESSON15 

１．目標  まとまったスピーチで自分の予定を話すことが出来る 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（10） 
 
 
 
 
 

○あいさつ・カレンダーワーク 
口の体操「アメンボ赤いなあい

うえお」 
○前の学習を振り返る 
（P188-189 イラストの説明を

する） 

 
・明るい雰囲気を作

る。言えたことをほ

める。 
・語彙を忘れている

場合は補う。 

・掲示物（日

付、口の体

操 
 
・絵カード 
 
 

展開 
（30） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○自分の「起きる」「着替える」

などの生活習慣を振り返りなが

ら、生活を示すイラストを時系

列に黒板に並べ替えて、その横

に時刻を記入する。 
（起きる、朝ごはんを食べる、

家を出る、学校で勉強する、家

に帰る、風呂に入る、テレビを

見る、宿題をする、晩御飯を食

べる、寝る） 
○「晩御飯→風呂」のイラスト

を見て、「晩御飯の後に、風呂に

入ります」と言う。他の例も絵

カードを見ながら言う。 
 
 
 
○「朝ごはんの前に何をします

か」という質問に答える。 
「朝ごはんの前に、起きます」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒の一日の生活

の流れを、「～のあと

で」を使って時系列

に言えるように、イ

ラストを順に指示す

る。正しく言えてい

ることを認める。 
・絵カードを見せる。 

・絵カード 
・簡単なタ

イムスケジ

ュ ー ル 表

（模造紙） 
 
 



○ターゲットセンテンスを復唱

する「べんきょうのあとで じ

ゅうどうをします」「朝ごはんの

前に ジョギングをします」 
 

終末 
（10） 
 
 
 

○一日の生活の流れを、自分で

書く。「晩御飯のあとで 宿題を

します」「寝る前に 宿題をしま

す」など。 
○発表をする 
 

 
 

 
 

     
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
H 
 

短い文が書ける。 
漢字は小学校４，５年程度。 

中国籍 例文 
ワークシート 

１．目標 課題に沿って短い文が書ける。 
２．展開 個人指導 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
（5） 
 
 
 
 
 

始めの挨拶 
カレンダーワーク 

生徒の様子を観察する 
 

 
 

展開 
（40） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

好きなことを考えてみる 
好きなことについて 
例文を読む 
例文について考える 
・あなたが好きなことはなんです

か。 
・いつから始めましたか。 
・今どのくらいしますか。 
 
短文を書く。 
私は・・が好きです。 
私は・・すると楽しいです。 
私は・・を続けていきたいです。 
書けた短文を読む。 
 

経験に基づいて考えら

れているか 
一緒に読む 
 
 
 
 
 
 
好きなことの内容につ

いて文書について修正

をする 
 
きちんと読めている

か。 

 
 
 
例文 
 
ワ ー ク シ

ート 

終末 
（5） 
 
 
 

終わりの挨拶  
 

 
 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 教材及び課題 
I 

 
教科学習に向けて 
数学科 

中学生 
１年生 

啓林館 １年 
「正の数、負の数」 

１．目標  
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
(10) 
 
 
 
 
 

○小学校で学習してきた数は「０

よりも大きい数」であり、それを

「正の数」であることを確認する。 
 
○新しく「０より小さい」負の数

を数直線で確認する。 

○前時の復習をする。 
 

数直線の

表を黒板

に掲示す

る。 
 

展開 
(25) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○計算スケールを使って、次の計

算について考えてみましょう。 
「負の数」－「正の数」 

（－２）－３ 
を数直線に表わして、答えを求め

よう。 
 
○数直線に－２を設定してスケー

ルで３つ数えればいい。 
 

―７ －６ －５ －４ ―３ ―２ ―１ ０ 

 
－７ －６ －５ －４ －３ ―２ －１ ０ 

 

○計算スケールの使い

方を説明する。 
ワ ー ク シ

ート 

終末 
(15) 
 
 
 

○負の数から正の数をひく計算は

答えの符号は必ずマイナスにな

り、答えの絶対値は二つの数の和

になる。 
 

絶対値の意味を理解さ

せる。 
まとめをワークシート

に記入させる。 
 

ワークシ

ート 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 


